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アプリケーションパッケージに対する日立の取り組み
Hitachi′s DevelopmentProgramsforApplication Package

現在,ソフトウェア技術者の不足,短期間でのシステム建設,または業種ノ

ウハウ収得などの目的でアプリケーションパッケージの使用を検討するユーザ

ーが急増している｡

しかし,現在のアプリケーションパッケージはユーザーの要求に適合しない

ことが多く,手作りのシステム建設のほうが多いのが現状である｡

日立製作所では,アプリケーションパッケージの開発に関しては,業務･業

種ノウハウをベースに適用技術を体系化し整備している｡そしてアプリケーシ

ョンパッケージをプログラム,マニュアルに加え,業務･業種ノウハウをベー

スにしたコンサルテーション,サポート･保守をも含めたものとしてとらえ,

ユーザーに対しトータルソリューションの提案を行うツールの一つとして位置

づけている｡

n 緒 言

ユーザー,販売会社,メーカーそれぞれの立場からみたパ

ッケージソフトウェアの意義は大きい｡つまり(1)ソフトウェ

ア技術者不足対策として,(2)より早く,より安〈,より拡張

性のあるシステム開発を行う手段として,(3)システム稼動後

の保守経費低減の手段として,それぞれの立場でパッケージ

ソフトに対する期待は大きい｡

本論文では,パッケージソフトウェアの中で,特にユーザ

ーの業務に関係したアプリケーションパッケージについて日

立製作所の取り組み姿勢と,業務パッケージおよび業種パッ

ケージ開発の考え方について述べ,業種パッケージのユーザ

ー適用事例を紹介する｡
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囚 アプリケーションパッケージ体系と日立の取り

組み

2.1アプリケーションパッケージの考え方

(1)アプリケーションパッケージに対する期待と現実

ユーザー,販売会社,メーカーともパッケージの有効性は

認めているが,現実的にはオフィス プロセッサクラスのユ

ーザーのパッケージ使用率は,図=のように全面適用は少な

く,⊥部適用を含めて会計･給与業務で約60%,生産管理業

務では20%弱となっている｡

この原因は,現在のパッケージの多くが過去のユーザー事

例からパッケージ化したもので,システムコンセプトも弱く,

パッケージの適用技術も未熟であること,またカスタマイズ
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図lオフィスプロセッサユーザーのパッケージ使用率 ユーザーアンケート調査によるパッケージ利用状況を示す｡

*日立製作所情報事業本部 **日立製作所情報システム工場 ***電通工業株式会社情報システム本部
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した情報(ノウハウ)をパッケージに再活用するサイクルが確

立されていないため,パッケージ自体の完成度が低く,ユー

ザーの要求に対応しきれないためと考えられる｡

(2)アプリケーションパッケージの構成要素

このような現実の上に立ち,日立製作所は単にプログラム,

マニュアル,カタログをそろえるだけでパッケージというの

ではなく,図2に示すように,開発,提案,サポート･保守

面を含めたトータルでパッケージを考えている｡

すなわち,開発面では開発思想(コンセ70ト)のもと,業

務･業種ノウハウを付加した柔軟構造パッケージなど,提案

面ではユーザーの現状システムの問題点改善を提案するだけ

でなく,業務改革をも提示する｢提案形+とパッケージ適用

判断作業を標準化した｢見積技術+など,サポート･保守面

ではパッケージ導入コンサルテーション,定期的エンハンス

などを持つことがパッケージに必要と考えている｡

さらに,パッケージをより完成度の高いものにするために,

DSC(SystemDevelopmentSupportCenter:システム開発

支援センター)が中心となり,パッケージの開発,提案,サポ

ート･保守の循環サイクルを確立している｡

2.2 アプリケーションパッケージの体系

日立製作所の小形オフィスプロセッサの機種で稼動するア

プリケーションパッケージは,日立製作所だけでなくユーザ

ー,販売会社,協力ソフトハウスが長年にわたり蓄積したノ

提案面

●業務改革提案

●導入効果算出ツール(定量的)

●見積ツール

(パッケージ適用判断ツール)

●デモプログラム
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韮
システム開発支援

センタ

開発面

●開発思想(コンセプト)
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●導入コンサルテーション

●定期的工ンハンス

●カスタマイジング

●パッケージ保守

(定期的コンタクトほか)

●顧客教育

図2 パッケージの構成要素 提案面,開発面,サポート･保守面

でパッケージに必要な要素を示す｡
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図3 アプリケーションパッケージの体系 パッケージ化され

ていない業種については,Form-APまたはシステム設計事例を用意して

いる｡

ウハウをもとに開発したもので,業務および業種などアプリ

ケーションへの対応は図3のようになっている｡

(1)APP(ApplicationProgramProduct)

日立製作所が開発し,日立製作所および販売会社が提供を

行うもので,汎(はん)用業務パッケージと,汎用業務パッケ

ージを核とし,業種特有のノウハウを付加した業種パッケー

ジから成り,現在約30種を提供している｡

また,ユーザーの要求にマッチしたシステムを実現する手

段として,パッケージ以外に業種,業務ノウハウを表現した約

330種のシステム設計事例と,帳票･画面を開発支援ツール

(EAGLE/PET:Effective Approach to Achieving High

LevelSoftware Productivity/Production Engineering

Tool)でデータベース化したForm-AP(Form Library for

ApplicationDesign)を用意している｡

(2)パートナパッケージ

日立製作所のユーザー,販売会社および協力ソフトハウス

が開発し,提供を行うもので,業種パッケージを中心に現在

約300種類のパッケージがある｡

2.3 アプリケーションパッケージの開発･提案体制

図4に示すように,東京に設置したDSCほか(大阪,名古屋

に設置)が中核となり,APPの開発およびユーザーの要求仕様

にAPPを適合させるカスタマイズ,そしてパートナパッケー

ジ開発に対し,開発環境の提供と開発に関する技術的支援を

行っている｡開発されたパッケージは全国に設置されたTSC

(TechnicalSupportCenter)またはヒューマニケーションプ

ラザなどで実演が行えるようになっている｡
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図4 アプリケーションパッケージ開発･提案体制 アプリケーションパッケージの開発･提案については,DSCが中核になって推進する0

田 共通業務パッケージの開発思想と適用技術

3.1共通業務パッケージの開発思想

共通業務パッケージは,企業間に共通する業務を汎用化し

たソフトウェアである(図5)｡

共通業務パッケージの開発のねらいは次のとおりである｡

(1)統ノ合パッケージ

企業の業務活動の変化や拡大に伴い,段階的にシステムの

導入や拡張が行えるように,パッケージ間のデータ連動と統

一した設計方式や捜作方法,およびデータベースを基盤にし

た設計としている｡パッケージ間でのデータ連動は,データ

の入力回数の低減と処理の自動化で省力化と信頼性の向上が

実現できる｡また,データベースの利用はデータの一元管理

が可能となr),より有効な情報の管理と活用が図れる｡

(2)マンマシンインタフェースを重視した操作性

業務処理は,企業の環境の変化に即応することが必須(す)

であり,また厳しく管理されなければならない｡したがって,

日常の操作の効率化や高質化は,企業での情報システム活用

の第一歩であり,基礎ともなるべき重要なものである｡

このため,共通業務パッケージは標準設計手順に基づいた

入力画面の統一設計と,操作の統一化によって操作性を向上

させることを設計方針としている｡

(3)運用に合わせた柔軟性

パッケージの適用で重要なことは,パッケージ仕様と顧客

の要求仕様の適合度の判断であり,顧客が満足できる範囲内

にパッケージ仕様が収まるか否かということである｡この差

を埋めるために,いかにパッケージを柔軟に設計するかがポ
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図5 共通業務パッケージの位置づけ 業務の共通性が大きく,

カスタマイズの少ないものである｡
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イントである｡このため,業務パッケージでは次の2点を特

長とした設計方式としている｡一つはフレキシブル(柔軟)性

であり,一つはカスタマイズ(修整)性である｡前者はパッケ

ージを顧客の要求に対応するために機能として取り込んだ技

術であり,後者はパッケージを修整するときに効率的に行う

ための技術である｡

3.2 適用技術

(1)フレキシブル性

業務仕様の可変要素の対応を機能として当初からパッケー

ジに取り込むことにより,柔軟性を持たせることができる｡

これらの機能は,オプション機能を選ぶ方法,設定する条件

を外部から指示する方法や出力帳票の定義を変更する方法な

どがある｡フレキシブル設計の代表例であるAPP給与計算シ

ステムHIPAYPAS(HitachiPayrolland PersonalAffairs

AdministrationSystem)の例を挙げて説明する｡

HIPAYPASでは,企業ごとに固有に使用している給与の項

目名称がそのまま使えるように,｢項目の登録+が設定できる

(図6)｡また,健康保険料や所得税控除の有無を決める｢条件

の選択+ができる(図7)｡このほか,企業ごとの手当てや控除

の計算式を企業ごとの方式に基づいて設定する｢計算式の設定+

機能などがある｡

(2)カスタマイズ性

フレキシブル機能によって顧客ニーズの対応が難しいケー

スや顧客固有の要望に対応するには,プログラムやロジック

の変更による修整作業となる｡このとき大切なことは,いか

川PAYPAS条件の設定の概要

｢項目の登録+:項目の名称や出力位置が自由に設定できる｡

｢条件の選択+:保険料や所得税控除の有無が自由に選択できる｡

｢計算式の設定+:手当や控除の計算式が自由に設定できる｡

項目名称

出力位置

HIPAYPASの処理ロジック

健康保険料の計算

厚生年金保険料の計算

雇用保険料

計算A

雇用保険料

計算B

､---､

一■■-･･-■`■■‾■

雇用保険料

計算C

所得税の計算

現金支給処理

端数整理金処理

金種計算

銀行振込処理

｢条件の選択+

給与区分:A

-健康保険料,厚生

一年金保険料を控除
するか

一健康保険料の料率

料率

一雇用保険料の処王里は

一雇用保険料の料率

一所得税を控除するか

ー支給方法は

端数整理金処理は

整理金の単位

図7 フレキシブル機能｢条件の選択+ 保険料や所得税の控除

などの条件を選択する機能である｡

項目の生成

H】PAYPAS
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闇
産室塾
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GYOlO 第一業務部
ABCOOO1 日立 太郎
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務

残 業 有 給
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24.0 1.0 20.0

支

給

基本給

95,000 42,75

家族手当

図6 フレキシブル機能｢項目の登録+

10

データ処理

注:略語説明

HIPAYPAS(HitachiPayrollandPersonalAffairsAdministrationSystem)

給与の項目名称を企業に合わせて登叙する機能である｡



に効率的に修整できるかであり,その判定技術である｡カス

タマイズ性にはパッケージの適合度合いを判定する広義のカ

スタマイジング技術とプログラムそのものの修整を行う狭義

のカスタマイジング技術とがあり,特に前者が重要である｡

このための技術ツールとして,適用判定用のワークシート｢適

用チェックリスト+がある｡これは,顧客業務範囲や仕様の調

査,パッケージとの適合度合いや変更要素を摘出するもので

あり,適用判定の段階で有効となる｡また,プログラムやロ

ジックの変更･追加が伴う作業では,ソースプログラムを直

接修整する必要が生じる｡この場合は開発支援ツールEAGLE/

PETによるプログラム開発で効率を上げている｡画面や帳票

は部品としてデータベース化しておき,顧客仕様に適合した

変更･追加をツールによってカスタマイズすることが可能と

なる｡

このように,適用判定や修整作業はパッケージの機能や仕

様を顧客業務に適合させる高度の技術が必要であり,これら

の支援はシステム開発支援センタで,カスタマイジング支援

専任要員が対応し効果を上げている｡

田 業種パッケージ

業種パッケージは,製造業,卸売業,小売業など各業種特

♯CIMDOl購買納入管理(PCIM)システム

メニュー番号を選択してください｡

1:部品手配システム

2:進度管理システム

3:納入検収システム

4:購買･外注統計システム

5:買掛計上処理システム

11:支給マスタ管理システム

1⑪

♯CIMDO2 部品手配シス テム

メニュー番号を選択Lてください｡

1:作業管理形部品手配システム

2:内示･確定形(製品別)部品手配システム

3:計画･変更形(製品別)部品手配システム

注:略語説明ほか
内t外作(自社内製造または外注)

PCIM(P｢oductionControISyst?m†or
Comp]te=ntegrated Manufact]｢川g)
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有のアプリケーションノウハウをパッケージ化したソフトウ

ェアである｡

4.1業種パッケージ適用の効果

高生産性(短納期),保守性といった一般のパッケージの効

果に加え,業種パッケージには以下の効果が期待できる｡

(1)業種特有のノウハウの効率的な利用

業種パッケージには,各業種特有のノウハウが蓄積されて

いる｡業種パッケージを適用することにより,従来苦心して

蓄積してきた業種特有のシステムやノウハウを,短期間かつ

効率的に利用することができる｡

4.2 業種パッケージの開発および適用技術

業種パッケージは,業種ごとに異なる業務処理を対象にし

たソフトウェアなので,カスタマイズ性を中心とした適用技

術を特に重視している｡

(1)業種形態を考慮したパッケージ設計

例えば製造業では,非量産系の製作番号(作番)管理方式を

採用している企業と,自動車部品メーカーを中心とする内示

確定形の受注に基づく製品(部品)管理方式などの生産形態が

ある｡そのため,生産管理パッケージPCIM(ProductionCon-

troISystem for ComputerIntegrated Manufacturing)

は,これらの生産形態が適用できるように図8に示すような

♯C州DO3 作番管理形部品手配システム

1(垂直)

2(童亘)

3(重量)

メニュー番号を選択してください｡

所要量内･外作分類 11:単品発注処理
外注品発注先設定 12:購入計画表出力

作業明細作成

作業計画表出力

購入品購入先設定

発注明細作成

納入指示票出力

支給明細作成

支給票出力

13:支給内容一覧リスト出力

♯CIMDO4 内示･確定形(製品別)部品手配システム

メニュー番号を選択して〈ださい｡

1:所要量ワーク内･外作分割 ***確定部品手配***
31:外注品発注先設定

32:作業明細作成

11:単品発注処理 33:購入品購入先設定

12:購入計画表出力 34:発注明細作成

13:支給内容一覧リスト出力 35:支給明細作成
*** 内示部品手配 *** 38:作業計画表出力

21:内示作業計画表発行処王里 37:納入指示票出力

22:納入指示予告リスト発行処理 3∈i:支給票出力

♯CIMDO5 計画変更形(製品別)部品手配システム

メニュー番号を選択してください｡

1:所要量内･外作分割

2:追加分内･外作分割

3:外注品発注先設定

4:作業明細作成

5:作業計画表出力

6:購入品購入先設定

7:発注明細作業

8:納入指示票出力

9:支給明細作成

10:支給票出力

11:単品発注処理

12:購入計画表出力

13:支給内容一覧リスト出力

図8 PCIMの生産形態の選択例 メニュー番号を選択することにより,各生産形態のメニューに展開する例を示す｡

11
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技術情報管理

●部品表管理

●工程表管理

●購買契約管理

●在庫データ管王里

生産計画

●期生産計画

●月間生産計画

●マスタ管理

資材所要量計画

●作者管王里形MRPシステム

●内示･確定形MRPシステム

●計画･変更形MRPシステム

統
∠ゝ

口

生

日程計画

●実行生産計画管理 ●マスタ管理

●工程展開

●作業計画管理

●日程計画管理

購買納入管理
産

管
理

シ

ス

テ

ム

●部品手配 ●買掛計上処理

●進度管理 ●支給マスタ管理

●納入検収

●購買･外注統計

在庫管王里

●入庫管理

●発注点在庫管理

●棚卸在庫管理

エ程管理

●オーダリリース ●マスタ管理
●作業実績管理 ･分散作業実績管王里

●作業進度管理

●作業実績統計管理

原価管理

●標準原価計算

●実績原価集計

●予実績比較

●マスタ管理

運用支援システム

●データベース ●独立データベース管理

初期設定 ●PDMII

●データベース コントロールバーテイ

ダンプ･リロード ション起動

注:略語説明 MRP(MaterialRequirementsP】anning)

PDM工Ⅰ(PracticalData ManagerII)

図9 PCIMのモジュール構成図 PC州は業務システム8モジュー

ルと運用支援システムlモジュールとで構成している｡

12

画面による選択とデータベースのくふうによって開発してお

り企業の生産形態に対する適合率は高い｡

(2)部品化(モジュール化)による適用範囲の選択

業種パッケージは,各業種および企業ごとに異なる業務処

理を配慮し,段階的なパッケージの適用ができるように各業

務機能ごとにモジュール化する.ことが重要である｡

そのために,PCIMでは,図9に示す生産計画,資材所要量

計画などの8業務モジュールで構成している｡各モジュール

は,それぞれ単独に稼動できるように設計しているので,企

業のニーズに従い業務別に導入できる｡

また,PCIMのモジュール内では,さらに階層化した機能別

に構成しているので,各企業あるいは担当者にとって必要な

サブシステムだけを実行できる｡購買納入管理システムの機

♯CIMDOl 購買納入管理(PCIM)シス テム

メニュー番号を選択Lて下さい｡
部品手配システム

進度管王里システム
納入検収システム

購買･外注統計システム

買掛計上処理システム

11:支給マスタ管理システム

1囲

2国

3匡ヨ

4団

5匡】

11匡】

♯CIMDO2 部品手配シス テム

メニュー番号を選択Lて下さい｡

1:作番管理形部品手配システム

2:内示･確定形(製品別)部品手配システム

3:計画･変更形(製品別)部品手配システム

♯CIMDO6 進度管理システム

メニュー番号を選択して下さい｡

1:注文番号別納入状況 11:作業番号別明細検索
2:作者別納入状況

21:注文番号別支給明細検索

9:発注明細データ更新 29:支給明細データ更新

♯CIMDO7 納入検収システム

メニュー番号を選択して下さい｡

1:納入伝票入力処理 11:分納･納入指示票発行

2:不良返品伝票入力処理
3:検収伝票入力処理

♯CIMDO8 購買･外注統計シ ス テム

メニュー番号を選択して下さい｡

1:購買･外注データ集計処理 11:購買契約期次更新

2:購買･外注先納入状況リスト作成

3:購買契約統計データ更新

♯CIMDO9 買掛計上処理システム

メニュー番号を選択して下さい｡

検収契約集計処理

単価未登録リスト作成

有償支給(買掛)集計処理

支給単価未登録リスト作成

買掛金集計処理

図10 PCIMのモジュール内のサブシステム構成例 購買納入管

理モジュールの5サブシステム例を示す｡



能構成を,パネルを用いて図川に示す｡PCIMマスタメニュー

から選択した購買納入管理システムは,(a)部品手配,(b)進度

管現,(C)納入検収,(d)購買･外注統計,(e)買掛計上処理,

(f)支給マスタ管理の6サブシステムで構成している｡

(3)プロトタイピング指向によるカスタマイズの容易化

業種パッケージを適用する際に,各顧客ごとの個別仕様を

確認･修整することは困難な作業である｡その確認･修整作

業の容易化のために,プロトタイピング指向の設計が有効で

ある｡

パッケージ仕様を各業種での個別企業に合わせるための画

面･帳票をはじめとする修整は,開発支援ツールEAGLE2/

SEWB(EAGLE2/Software Engineering Workbench)を用

いることができる｡

また,EAGLE2のデータ項目辞書を使用すると,プログラ

ム間データの整合性がとれるので,効率的な修整ができる｡

(4)ワークシートによる標準化

パッケージの円滑な導入のために,パッケージ開発者がみ

ずから各顧客への導入を担当する場合がある｡しかし,パッ

ケージの導入件数が増えると,開発者が対応しきれなくなり,

開発者以外でも円滑に導入するための技術が必要になる｡

パッケージの導入担当者のために,業種パッケージの導入,

カスタマイズの標準化を進めている｡その一例を表1に示す｡

パッケージの適用可否判断から環境設定までを,ワークシー

トに記入することにより,見積書,計画書,作業手順書を作

成できるようにくふうしている｡

(5)業種別ノウハウのコンサルテーション

業種パッケージを顧客に適用していく場ノ乱 高度な業種ノ

ウハウのコンサルテーションが不可欠である｡

日立製作所情報システム工場では,主要業種に経験の深い

SE(SystemEngineer)を選んで,業種別の専門SEを置いてい

る｡さらに,同工場では業種別専門SEをバックアップする部署

として,ビジネスシステム開発部と専門コンサルタント室が

あり,業界コンセプトと業種ノウハウの提案を行っている｡

この業種別専門SEのコンサルテーションに付属する形で,

業種パッケージを提供していくことにより,各企業のトータ

ルなソリューションを追求している｡

8 アプリケーションパッケージ適用事例

図‖に示す製造業および卸売業のAPP,パートナパッケー

ジの中からAPPの｢生産管理システムPCIM+とパートナパッ

ケージの｢商品総合管理システムLINEPRO(ラインプロ)※)+

の適用事例を次に述べる｡

※)LINEPRO:株式会社アクシスのパッケージ名称である｡

アプリケーションパッケージに対する日立の取り組み1093

表l ワークシートによるパッケージ導入の標準化例 各フェー

ズごとの作業内容とワークシート頼を示す｡

No.

フ

二亡

l

ス

名

作 業 内 容 ワークシート類

マニュアル害瞑

アウトプット

顧客企業 日立製作所

1

導

入

検

討

●導入の考え
方をまとめ

る｡

●j是案)言動

●導入検討

支援

適用可否調査

ワークシート

導入提案書

ワークシート

システム構成

見積ワーク
シート

導入提案書

システム

構成見可毒害

基本計画書

2

導

入

準

備

●基本計画を ●コンサル 導入 実行計画書

実行計画に

具体イヒする｡

●業務処王里基

準を作成す

る｡

●データ移行

の準備をす

る｡

テーション

●導入準備
支援

●カスタマイズ

検討,修正

マニュアノレ

日程計画
ワークシート

作業チェック
リスト

カスタマイズ

環境設定

手順書

カスタマイズ

仕様書

3

環

境

ヨJt

岩又

足

(●コンビュ ●環境設定支援
EDP環境

一夕搬入)
●動作確認

●初期ファイ

ルの作成

●システム設置

●オペレーティング

システム生成
支援

●パッケージ

組み込み

ワークシート

運用,操作

‾アニエアノレ

4

教
コゝこ

R ●実務部門の ●コンサル

結果の検証卜 教育,業務 テーショ ン

ラ

イ
ア
ノレ

トライアル
●要員教育援助

●トライアル

支援

5

運

用

●本番移行,

運用,フオ

ロー

●改善要望の

まとめ

●システムの

評価

●コンサル

テーション

●稼動確認

●トラブル

シュート

●運用フォロ

一支援

●定期改定

定常運用

5.1生産管理システム"PCIM''適用事例

電機部品メーカーのA社では,主要得意先の発注システム変

更に対応して既存の生産管理システムを見直し,改造するこ

とになり,新システムの開発期間短縮および開発工数削減を

主目的にPCIMの適用を推進した｡

5.1.一 新システム開発のねらいと背景

既存システムでは,取引先へ月末に翌月の発注を一括して

行い,その後,逐次発注変更処理を行っていた｡そのため,

取引先は,発注変更に基づき,納入伝票を手書きするため記

入ミス,入力ミスなどにより,納入状況の正確な把握が困難

13
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業 種 アプリケーションパッケージ 登掛0.

製造業 製造業一般 業種別生産管理システムMAPS(組立業) 株式会社システム技研

製造業 製造業一般 業種別生産管理システムMAPS(加工業) 株式会社システム技研

製造業 製造業一億 統合生産管理システムPC司M 株式会社日立製作所

製造業 製造業一般 生産管理システム川PRODUCT 株式会社日立製作所

製造業 製造業一般 H汀FILE650ホスト接続部品展開図面出力システム 日立西部ソフトウエア株式会社

製造業 製造業一般 H什FlJE650ホスト接続自動図面配信システム 日立西部ソフトウエア株式会社

製造業 製造業一般 ハイメックス生産管理システム シーライン

製造業 姓維工業 織物業総合システム 日精コンピュータ株式会社名古屋

製造業 繊維工業 染唾棄生産管理システム

製造業 紙加工品製造業 ダンボール製造業向け生産管理システム 電通工業

製造業 紙加工品製造業 ダンボール生産管理システム

製造業 紙加工品製造業

製造業

製造業

出版

巣
軽

庖

アブ11
ケーシ

ンパリ
ケージ

帝
発

布

ビュー

ンビュニ
一っ

ソト

ター

ムサ′
ビス

ビス

蚤弓跡0･

GO31

GO12

GO13

GO39

GOOl

GOO之

GOQ3

GOO4

図Ilアプリケーションパッケージ例 製造業および卸売業のパッケージ例を示す｡

であった｡

さらに,基準データの維持がバッチ処理のため,基準デー

タの整備に遅れが発生していた｡

これらの状況から,取引先の求めている納入指示システム

と社内のシステムを合致させるためには,社内のシステムも

ジャスト イン タイム化させる必要があり,下記の目標を定

めてシステム開発を行った｡

(1)取引先(購買先･外注先)納入管理レベルの向上(ジャスト

イン タイムの実現)

(2)システム開発期間の短縮,開発工数の削減

5.1.2 新システムの機能とPCIM適用状況

新システムの全体概要とPCIMの適用状況を図12に示す｡新

システムでは,ジャスト イン タイムの実現と精度の高い納

入指示,納入実績収集を行う目的で,納入指示伝票を手書き

からバーコード伝票に変更し,注文番号によるターン アラウ

ンド システムを採用した｡

新生産管理システムによる改善施策とPCIM適用項目を表2

に示す｡

5.1.3 PCIM適用による効果

A社では,既存システムの運用･保守にシステム部門工数の

大半が占められ,新システム開発を従来の方式で行うことは

困難であった｡

しかし,小人数のシステム開発要員とコンピュータシステム

未経験の業務担当者で構成したプロジェクトであったが,PCIM

14

′

】

●生産計画

●資材所要
量計画

●基準データ
管理

/

/

｢

l

l

1

1

1

1

1

1

●在庫管理

+_______+

区=2 適用事例でのPCIM適用範囲 新生産管王里システムのPCIM

適用範囲を示す(破線内のシステムに適用している)｡

により70ロトタイピング指向でシステム開発を行ったため,

従来の方式よりも短期間でシステム開発を行うことができた｡

PCIMでは,業種別に生産管理方式の異なるケースを想定し

て,作番(製番)管理形,内示確定形,計画変更形の部品手配

方式を準備してあり,A社では従来の方式から大幅に変更した

部品手配システムを通用した｡

A社のコンピュータシステム構成を次に示す｡

(1)ホ スト:M-640(32Mバイト)

(2)端 末:2020×10台,他端末×30台(VDT:Video

Data Terminal)

(3)オペレーティングシステム:VOSl/ES2(Virtual-StOrage



表2 新生産管理システムによる改善施策とPCIM適用項目 既存

システムの改善にPC州の考え方,プログラムなどを適用した｡

業務 既存システム 新生産管理システム PCIM適用

賛

システムコンセプト 注文番号別納人指示

内示確定形取引先別,部品別 管理

の納入指示管理 (内示,納入指示管 部品手配システム

(総量) 理方式)

発注方式

月末一括発注(納 月末内示発注(数量
注文番号別発注明細

データベース
材 人指示) 指示)

購

貝

管

理

発注変更処‡里(そ

のつど)

週次確定納入指示

納入伝票
ターンアラウンド伝票

バーコード付き

(CODE39)

納入指示伝票作成シ

手書き伝票 ステム

納入処理

部品番号キーボー

ド入力

注文番号バーコード

入力
納入検収システム

分納処理 バーコード付き分納 分納伝票発行システ

手書き伝票再入力 伝票 ム

部
⊂1
Pロ

表

管

王里

部品表形式

ストラクチャ部品

表

ストラクチャ部品表 ストラクチャ部品表

部品,部品構成登録 対話処玉里(リアルタ
部品表管‡里システム

バッチ処理 イム)

部品,部品構成検索,

更新

バッチ処理

対話処‡里(リアルタ

イム)
部品表管理システム

OperatingSysteml/ExtendedSystem2)

(4)データベース:PDMII,PSR2(PracticalDataManager

II,PartsStructureRetrieval)

(5)データコミュニケーション:CUTE2,ES/IEX(Customer's

TerminalEquipment support program,Extended Sys-

tem/IntegratedInteractiveExecutive)

(6)言 語:COBOL,NHELP(New HitachiEffective

LibraryforProgramming)

5.2 商品総合管理システム"LINEPRO”適用事例

中堅アパレルメ∴カーB社は,営業実績管理中心のシステム

を構築していたが,企業戦略上から各種企画商品の売れ筋,

および販売動向の把握を行う｢単品管理システム+への移行を

検討していた｡

5.2.1+lNEPRO導入のねらいと背景

既存システムでは,販売部門別,企画部門別などの部門管

理上の販売実績の把握が主体であった｡そのため,企画商品

ごとの売れ筋および損益を把握することができず,販売戦略,

商品企画戦略のうえできめ細かな対応がとれない状況であっ

た｡この間題を解決するため商品単位の在庫,売上総利益を

主とする新システムの構築が検討された｡

アプリケーションパッケージに対する日立の取り組み1095

新システムを構築するうえでのさまざまな商品取引形態と,

それに伴う利益管理方式にシステム化技術と現場業務のノウ

ハウが必要であり,この観点から``LINEPRO”が採用される

ことになった｡

5.2.2 LINEPROの特長

本パッケージの開発思想は,｢もの(商品)の流れを追求し,

企業利益の売上総利益の把握+である｡これに基づき,(1)売

上増加,(2)損益の向上,(3)経費の節減,(4)商品管理をねらい

としたシステムである｡そして,商品ごとの総利益管理を行

うことをベースに,実務機能の幅広い機能を持っていること

が特長である｡

5.2.3 新システムの機能と移行経過

新システムは,図13に示すようにLINEPROをベースにB社

の現状分析を行い,新規に展示会受注システム(現在,電通工

業珠式会社のパッケージ)の開発を行った｡

さらに,財務会計サブシステムは,日立業務パッケージ

HICOUNT(HitachiFinancialAccountingSystem)を使用

し,販売管理から財務会計までの一貫システムを構築した｡

LINEPROに関しては,表3に示す変更を行った｡この変更

は,B社の商品特性によるものと,従来からの管玉聖体系との整

合性を保持するために実施した｡そして,新規企画商品から

順次移行し,現在図14に示す全国ネットワーク構成で運用し

ている｡

展示会受注システム

受 注 管 理

売 上 管 理

売 掛 管‡里

受取手形管理

商 品 管 理

単品在庫･単品損益

財務 会 計

発 注 管 理

仕入 管 王里

買 掛 管 理

支払手形管理

注:[コLINEPRO,国展示会受注システム,匹IHH〕0UNT

図13 新システムの機能概要 L刑EPROと財務会計パッケージと

の連動および新規開発した展示会受注システムとの関係を示す｡
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図川 新システムのネットワーク構成

水平分散

10

ク♂

現場業務

(1)売 上 管理

(2)仕 入 管理

(3)在 庫 管理

(4)各種販売統計

新システムの構成と各部門での処理業務を示す｡

表3 パッケージ変更追加の主要項目 LINEPRO適用での変更追加

の主要項目を示す｡

項 目 主要な 内容

l.入力画面変更

(売上,仕入,加工,振替商品マスタ)

●品番のけた数

●サイズ,色の展開入力

2.管理項目の追加

●サイズにより,原価,定価が異なる物の処理

●外注先別の在庫管理

●おもわく生産品の実績管理

●定価,特価別の実績管理

など8項目

3.管理帳票作成

●商品足取り表

●商品別売上分析表

●地区別売上分析表

●色別実績照会

などIl項目

5.2.4 LINEPRO適用の効果

新システムでは,売れ筋商品の把握,PB(プライベート)商

品の損益把握などが行えるようになった｡パッケージをベー

スに開発した効果として,(1)商品取引形態に伴う在庫評価,

粗利益評価方式などのノウハウの採用,(2)具体的な画面･帳

票での運用方式の検討が行え,3か月という短納期で主なシ

ステムが建設できた｡
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本社業務
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(5)財 務 管‡里
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(2)仕 入 管理
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(4)各種販売統計

(5)展示会業務

8 結 言

アプリケーションパッケージに対する日立製作所の取り組

み姿勢と,業務･業種パッケージ開発の考え方,および適用

事例について述べた｡

アプリケーションパッケージに対するユーザーの要求は,

今後ますます多種多様になると考えられる｡日立製作所とし

ては,DSCを中核とし各種ノウハウの蓄積を図るとともに,

パッケージ開発技術および適用技術をさらに高め,属人的な

色彩の強いア70リケーションパッケージを,標準化の推進に

よってより高度なサービスを,より多くのユーザーに提供で

きるよう今後とも推進していく考えである｡

参考文献

1)社団法人情報サービス産業協会:情報サービス産業自書1989,

株式会社 コンピュータ･エイジ社(平ト4)

2)′ト野:パッケージソリューションに挑むオフコン業界,日経コ

ンピュータ,p.83～93(昭63-5)




